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暑
い
夏
か
ら
季
節
は
移
り
変
わ
り
、
食
欲

の
秋
、
そ
し
て
読
書
の
秋
と
な
り
ま
し
た
。

何
を
す
る
に
も
適
し
た
、
過
ご
し
や
す
い
季

節
と
い
え
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
も
ち
ろ
ん
、

身
近
な
文
化
財
を
訪
ね
、
地
域
の
歴
史
を
考

え
て
み
る
の
も
一
興
か
と
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
江
東
区
に
多
く
の
河
川
・
掘

割
が
あ
る
の
は
何
故
で
し
ょ
う
？　

そ
の
ほ

と
ん
ど
が
江
戸
時
代
以
降
に
埋
め
立
て
ら

れ
、
開
発
さ
れ
た
江
東
区
で
は
、
そ
の
過
程

で
河
川
・
掘
割
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
昔
は
、

物
資
の
輸
送
が
舟
運
で
す
の
で
、
江
戸
・
東

京
に
と
っ
て
、
こ
の
河
川
・
掘
割
が
と
て
も

大
切
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
ま
す
。
そ

の
た
め
、
深
川
地
域
は
、
各
地
か
ら
江
戸
へ

送
ら
れ
る
物
資
の
集
積
地
と
な
り
、
そ
の
後

の
江
東
区
の
発
展
に
、
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

し
た
の
で
す
。

　

毎
年
、
民
俗
芸
能
大
会
で
演
じ
ら
れ
る
木

場
の
角
乗
や
木
場
の
木
遣
な
ど
は
、
水
彩
都

市
江
東
の
象
徴
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
農
村

地
帯
で
あ
っ
た
砂
町
、
蔵
の
街
佐
賀
町
、
富

岡
八
幡
宮
の
祭
礼
も
民
俗
芸
能
を
生
み
だ

し
、
い
ま
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
民
俗
芸

能
の
ほ
か
、
職
人
さ
ん
の
伝
統
の
技
を
実
演

公
開
す
る
伝
統
工
芸
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

詳
細
は
、
２
・３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　文化財愛護活動

文化財保護強調月間はじまる

歌川広重「名所江戸百景　中川口」歌川広重「名所江戸百景　中川口」

下町文化259号_了.indd   1 12.9.19   7:26:32 PM



2

　

江
東
区
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
民
俗
芸
能
を

一
挙
公
開
い
た
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
江
戸
時

代
に
始
ま
り
、
数
百
年
も
の
長
い
間
、
守
り

伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
保
存
会
・

睦
会
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
日
頃
か
ら
の
研
鑽
に
よ
っ
て
、
磨
き

抜
か
れ
た
伝
統
の
技
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
い
た
だ

き
、
江
戸
の
粋
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

【
会
場
】
都
立
木
場
公
園

【
時
間
】
11
時
〜
15
時
45
分

【
演
目
】

■
11
時
〜
12
時
30
分

木
場
の
角
乗

（
東
京
木
場
角
乗
保
存
会
）

　

木
場
の
川
並
（
筏
師
）
の
仕
事
の
余
技
か

ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
水
に
浮
か
べ
た
角
材
の

う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。

■
13
時
〜
15
時
45
分

木
場
の
木
遣

（
木
場
木
遣
保
存
会
）

　

木
場
の

川
並
が
材

木
を
押
し

た
り
、
引

い
た
り
す

る
時
に
、

息
を
合
わ

せ
る
た
め
、

掛
け
声
の

よ
う
に
即

興
の
詩
を

つ
け
て
歌
っ
た
も
の
で
す
。

木
場
の
木
遣
念
仏

（
木
場
木
遣
保
存
会
）

　

戦
前
ま
で

あ
っ
た
永
代

講
（
川
並
・

船
頭
・
材

木
屋
な
ど
）

で
、
仲
間
の

家
に
不
幸
が

あ
っ
た
時
、

行
っ
た
念
仏

で
す
。

砂
村
囃
子

（
砂
村
囃
子
睦
会
）

　

享
保
年
間
（
１
７
１
６
〜
）
に
香
取
明
神

社
（
現
葛
西

神
社
）
の
神

官
に
よ
っ
て

近
隣
農
村
に

広
め
ら
れ
た

と
い
わ
れ
、

祭
礼
・
祝
儀

の
場
で
演
奏

さ
れ
ま
す
。

富
岡
八
幡
の
手
古
舞

（
富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会
）

　

富
岡
八
幡

宮
の
3
年
に

1
度
の
大
祭

の
時
、
神
輿

行
列
の
先
頭

に
立
っ
て
、

木
遣
り
を
唄

い
な
が
ら
練

り
歩
く
も
の

で
す
。
装
束
は
男
装
姿
で
、
特
に
所
作
は
あ

り
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
地
元
の
有
志
の
み
な

さ
ん
が
つ
と
め
て
い
ま
す
。

深
川
の
力
持

（
深
川
力
持
睦
会
）

　

江
戸
時

代
か
ら
倉

庫
街
で
あ

っ
た
佐
賀

町
あ
た
り

で
、
米
俵

や
酒
樽
な

ど
の
運
搬

か
ら
生
ま

れ
た
余
技

で
、
力
自

慢
が
加
わ
り
、芸
能
と
し
て
発
達
し
ま
し
た
。

砂
村
囃
子
の
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
、小
桶
・
木

箱
・
長
柄
・
脚
立
・
酒
樽
・
船
な
ど
を
用
い
た
技

を
披
露
し
ま
す
。

江
戸
の
粋

10
月
21
日（
日
）

江
東
区

　
民
俗
芸
能
大
会

永代通り

東京メトロ東西線

都営新宿線

工匠壱番館・弐番館
（森下文化センター）

小名木川

深川不動尊
富岡八幡宮

菊川

新大橋通り

清洲橋通り深川
江戸資料館

森下
深川
神明宮

森下五丁目
バス停

木場四丁目
　　　バス停

霊厳寺

葛西橋通り

清澄
白河

木場

親水館

高橋のらくろロード

高
橋

東
京
都
現
代
美
術
館

木
場
公
園

木
場
公
園

都
営
大
江
戸
線

三
ツ
目
通
り

大
門
通
り

海
辺
橋

清
澄
通
り

木
場
親
水
公
園

ふれあい広場ふれあい広場

入口広場入口広場

会場
●都立木場公園（木場4丁目）入口広場・
ふれあい広場
交通　
●東京メトロ東西線「木場駅」下車徒歩5分
●都営地下鉄大江戸線「清澄白河駅」・都営
地下鉄新宿線「菊川駅」下車徒歩15分
●都営バス 業10 〔とうきょうスカイツリー駅
前～新橋〕木場4丁目下車
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江
東
区
は
、
江
戸
東
京
の
消
費
を
支
え
る

商
工
業
の
町
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
橋
の
問
屋
街
に
近
く
、
ま
た
木
場
や
縦

横
に
走
る
水
路
と
い
っ
た
環
境
に
め
ぐ
ま
れ
、

生
活
に
密
着
し
た
品
を
作
る
職
人
が
多
く
お

り
、
今
日
も
た
く
さ
ん
の
職
人
が
そ
の
腕
を

振
る
っ
て
い
ま
す
。
江
東
区
教
育
委
員
会
で

は
、
伝
統
工
芸
の
技
を
受
け
継
ぐ
方
を
無
形

文
化
財
保
持
者
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
は
、
伝
統
工
芸
品
の
展
示
の
ほ
か
、

区
無
形
文
化
財
保
持
者
に
よ
る
実
演
も
行
い

ま
す
（
日
程
表
参
照
）。
ふ
だ
ん
見
る
こ
と

の
な
い
伝
統
の
技
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た

体
験
が
可
能
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

本
展
を
通
し
て
、
そ
の
道
一
筋
に
精
進
し

て
き
た
職
人
の
世
界
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

伝
統
工
芸
品
即
売
（
会
期
中
）

　

会
場
内
で
、
江
東
区
伝
統
工
芸
保
存
会
に

よ
る
伝
統
工
芸
品
の
即
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
と
な
い
機
会
で
す
の
で
、
是
非
ど
う
ぞ
。

実
演
公
開　

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
適
宜
休
憩
を
取
り
ま
す
）

日
程
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
都
合
に

よ
り
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

技
の
体
験（

実
費
が
か
か
り
ま
す
）

　

①
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

　

②
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

実
演
日
程
表
の
う
ち
、　　
　

の

技
術
で
体
験
が
で
き
ま
す
。
申
込

は
会
場
で
直
接
職
人
さ
ん
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

実演日程表
技術 保持者

11
月
2
日（
金
）

相撲呼び出し裁着袴製作 富永　皓
江戸切子 小林淑郎
庖丁製作 吉澤　操
刀剣研磨 臼木良彦
建具 友國三郎
べっ甲細工 磯貝　實
襖椽・榾 鈴木延坦
更紗染 佐野利夫
更紗染 佐野勇二
あめ細工 青木　喜

11
月
3
日（
土
）

相撲呼び出し裁着袴製作 富永　皓
無地染 近藤良治
紋章上絵 亀山晴男
手描友禅 和田宣明
江戸指物 山田一彦
木彫刻 岸本忠雄
木彫刻 渡邉美憲
すだれ製作 豊田　勇
更紗染 佐野利夫
更紗染 佐野勇二
あめ細工 青木　喜

11
月
4
日（
日
）

相撲呼び出し裁着袴製作 富永　皓
江戸切子 須田富雄
染色補正（しみ抜き） 丸田常廣
刀剣研磨 臼木良彦
江戸指物 山田一彦
建具 友國三郎
べっ甲細工 磯貝　實
すだれ製作 豊田　勇
更紗染 佐野利夫
更紗染 佐野勇二
あめ細工 青木　喜

※ は技の体験です。 （順不同・敬称略）

訃　

報

• 

江
東
区
指
定
無
形
文
化
財
（
工
芸
技

術
）「
江
戸
切
子
」
保
持
者
小
林
英

夫
氏
は
、
平
成
23
年
11
月
27
日
に
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

• 

江
東
区
登
録
無
形
文
化
財
（
工
芸
技

術
）「
桐
箪
笥
」
保
持
者
金
久
保
健

二
氏
は
、
平
成
24
年
2
月
15
日
に
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

• 

江
東
区
登
録
無
形
文
化
財
（
工
芸
技

術
）「
建
具
」保
持
者
木
全
章
二
氏
は
、

平
成
24
年
8
月
11
日
に
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

慎
ん
で
、
お
三
方
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

江
東
区
伝
統
工
芸
展

江
東
区
伝
統
工
芸
展

日
時　

2
0
1
2
年
11
月
2
日（
金
）〜
4
日（
日
）　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

会
場　

深
川
江
戸
資
料
館　

地
階
レ
ク
ホ
ー
ル（
江
東
区
白
河
１
―
３
―
28
）

入
場
無
料

木場IC

東西線

都営新宿線

半蔵門線
清
澄
白
河
駅

森下駅 菊川駅

木場駅

門前仲町駅

木場IC

新大橋新大橋 新大橋通り

隅
田
川

小名木川

隅
田
川

小名木川 高
橋
高
橋

森下文化センター

永代通り

木場IC

葛西橋通り

芭
蕉
記
念
館
・
分
館

清澄庭園
深川図書館

清澄庭園
深川図書館

海
辺
橋
海
辺
橋

清
澄
通
り

仙台堀川

清洲橋清洲橋
清澄
白河駅前
清澄
白河駅前

清澄
庭園前
清澄
庭園前

首都高速道路首都高速道路

清洲橋通り

森下文化センター

清洲橋通り

三
ツ
目
通
り

木
場
公
園採荼庵跡

深川江戸資料館

都
営
大
江
戸
線

木
場
公
園

深川江戸資料館
－案内図－

●東京メトロ半蔵門線・都営地下鉄大江戸線
　「清澄白河」駅下車　A3出口　徒歩3分

●都営バス門33系統 「清澄庭園前」下車　徒歩3分

●都営バス秋26系統 「清澄白河駅」下車　徒歩4分

交　　通
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今
回
取
り
上
げ
る
町
は
、
小
名
木
川
に
面

し
て
展
開
し
た
海
辺
大
工
町
（
清
澄
・
白
河

の
小
名
木
川
沿
い
）
で
す
。
里
俗
（
地
元
）

で
は
、
複
数
の
町
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
①

上
町
②
仲
町
③
高
橋
通
西
側
④
仲
町
分
下

組
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
（
図
参
照
）。
ま
た
、

裏
町
・
中
通
、
さ
ら
に
は
御
用
地
と
し
て
召

し
上
げ
ら
れ
た
土
地
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た

代
地
町
も
あ
り
ま
し
た
。
江
戸

に
隣
接
し
た
深
川
地
域
は
、
土

地
利
用
の
面
で
も
寺
社
、
大
名

屋
敷
な
ど
も
多
く
、
時
代
が
下

る
に
従
い
複
雑
な
様
相
を
示
す

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は

上
町
・
仲
町
分
下
組
の
記
述
を

中
心
に
取
り
上
げ
、
海
辺
大
工

町
の
歴
史
、
町
の
様
子
に
つ
い

て
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
下
、
断
り
の
な
い
限
り
、
御

府
内
各
町
の
書
上
を
も
と
に
、

文
政
12
年
（
１
８
２
９
）
に
幕

府
が
編
纂
し
た『
御
府
内
備
考
』

（
以
下
『
備
考
』）
に
よ
り
ま
す
。

１
、
町
の
歴
史

　

は
じ
め
に
、
町
の
歴
史
を
ひ

も
解
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
『
備
考
』
に
は
、
海
辺
大
工

町
の
成
立
時
期
は
「
慶
長
元
申
年
起
立
」
と

申
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
由
緒
に
よ
れ
ば
、『
備
考
』
成
立
当
時

の
人
々
は
江
戸
開
幕
（
１
６
０
３
）
よ
り
前

の
慶
長
元
年
（
１
５
９
６
）
に
町
が
成
立
し

た
と
の
認
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
そ
の
慶
長
元
年
は
、『
備
考
』
編
纂

の
２
０
０
年
以
上
前
に
あ
た
る
た
め
、
町
成

立
の
伝
承
は
何
世
代
に
も
渡
っ
て
人
か
ら
人

へ
受
け
継
が
れ
た
の
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、「
惣
名
海
辺
新
田
」
と
唱

え
た
と
も
あ
り

ま
す
。「
海
辺

新
田
」
と
は
村

の
こ
と
で
、
周

辺
を
含
め
た
こ

の
辺
り
の
総
称

で
し
た
。
慶
長

元
年
に
成
立
し

た
海
辺
大
工
町

は
、
一
方
で
海

辺
新
田
と
い
う

村
に
属
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
深
川

地
域
全
般
に
言

え
る
こ
と
で
す

が
、
開
発
の
の

ち
深
川
地
域
に

は
、「
深
川
村
」

「
深
川
猟
師
町
」「
海
辺
新
田
」
の
三
ケ
村
が

成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
所
に
成
立
し

た
町
は
、
い
ず
れ
か
の
村
に
属
し
た
の
で
す
。

こ
の
状
況
（
町
で
あ
り
村
で
も
あ
る
）
は
、

発
展
の
結
果
、
深
川
地
域
が
江
戸
市
域
に
編

入
さ
れ
た
正
徳
3
年（
１
７
１
３
）に
い
た
っ

て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
は
い
え
、
深
川
の
町
は
形
だ
け
村
と
し

て
支
配
さ
れ
、
そ
の
実
は
町
と
し
て
大
き
く

発
展
を
と
げ
ま
し
た
。
海
辺
大
工
町
の
町
名

は
、
延
宝
年
中
（
１
６
７
３
〜
８
１
）
ま
で

海
辺
新
町
・
海
辺
町
と
呼
ば
れ
、
同
8
年

（
１
６
８
０
）
の
『
江
戸
方
角
安
見
図
』
に

も
「
新
丁
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
辺
は

開
発
当
所
、
海
に
面
し
て
お
り
、
の
ち
に
大

工
町
が
付
さ
れ
た
の
は
、
同
書
に
「
爰こ
こ
に
て

舟
作
ル
」
と
船
大
工
の
居
住
が
認
め
ら
れ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
旧
記
や

申
伝
え
が
な
か
っ
た
よ
う
で
、『
備
考
』
で

は
こ
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
ま
せ
ん
。

２
、
町
の
機
能
と
役
割

　

海
辺
大
工
町
は
、
湊
と
し
て
の
機
能
を
備

え
て
い
ま
し
た
。
小
名
木
川
と
隅
田
川
の
合

流
点
に
位
置
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
期
は

か
な
り
早
か
っ
た
よ
う
で
、
元
和
末
〜
寛
永

初
め
頃
（
１
６
２
０
年
代
中
ご
ろ
か
）
に
「
奥

川
舟
着
之
湊
町
ニ
取
立
」、
す
な
わ
ち
奥
川

筋
（
北
関
東
）
の
着
船
の
湊
に
取
り
立
て
て

ほ
し
い
と
願
い
上
げ
、
認
め
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
奥
川
筋
か
ら
の
荷

物
を「
御
当
地
所
々
」に
運
搬
す
る「
艀
下
宿
」

を
家
業
と
す
る
者
が
い
ま
し
た
。
艀
下
家
業

は
、
茶
船
を
使
用
し
、
大
型
船
か
ら
荷
物
を

積
み
か
え
、
輸
送
し
ま
し
た
。

　

そ
の
船
持
た
ち
は
、
も
と
も
と
当
所
の
農

民
で
、
こ
の
あ
た
り
の
土
地
が
い
ま
だ
定

ま
っ
て
い
な
い
頃
、
小
名
木
川
向
い
の
深
川

村
と
と
も
に
、
の
ち
に
両
国
橋
が
架
か
る
辺

り
の
河
岸
に
出
て
、
渡
し
船
や
諸
荷
物
の
積

み
送
り
渡
世
を
し
て
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、

「
海
辺
新
町
」
が
湊
と
し
て
認
め
ら
れ
る
以

前
、
開
発
当
所
よ
り
こ
の
あ
た
り
に
は
船
持

が
存
在
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
万
治
２
年
（
１
６
５
９
）
に
両

国
橋
が
架
か
る
と
、
彼
ら
は
本
業
以
外
に
隅

田
川
の
大
水
や
出
火
等
の
非
常
時
に
際
し
、

両
国
橋
に
出
張
っ
て
被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ

よ
う
に
命
じ
ら
れ
ま
す
。
大
水
な
ど
で
橋
が

壊
れ
る
と
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、

幕
府
代
官
伊
奈
半
十
郎
は
、
奥
川
筋
の
荷
物

運
搬
を
保
障
す
る
代
わ
り
に
、
役や
く
（
労
働
力

の
こ
と
）
負
担
で
両
国
橋
を
守
る
義
務
を
負

わ
せ
た
の
で
す
。
そ
の
始
ま
り
は
万
治
年
中

（
１
６
５
８
〜
６
１
）
と
い
わ
れ
、
彼
ら
は

の
ち
に
「
両
国
橋
御
役
舟
艀
下
宿
仲
間
」（
以

下
、「
仲
間
」）
と
唱
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
こ
で
終
わ
り
で
す
。
次
号
は
、

「
仲
間
」
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
掘
り
下
げ

ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

① ② ③ ④

千鰯場（銚子場）入堀千鰯場（銚子場）入堀

海
辺
大
工
町
⑴

江
戸
の
町
内
探
訪
⑤

「本所深川絵図」（嘉永5年尾張屋板　部分）※里俗町名の範囲は明確ではなく、あくまでも目安です。
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平
方
村
の
概
要

　

平
方
村
は
、
小
名
木
川
北
岸
に
位
置
し
、

東
は
小
名
木
村
・
西
は
大
島
村
に
接
し
ま
す
。

お
お
む
ね
現
在
の
大
島
5
丁
目
と
8
丁
目
の

一
部
に
あ
た
り
ま
す
。
村
の
成
立
時
期
は
正

確
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
江
東
区
域
内
の

村
々
の
な
か
で
も
か
な
り
早
い
時
期
と
考
え

ら
れ
、
近
世
初
期
の
慶
長
年
間
（
１
５
９
６

〜
１
６
１
５
）
に
河
内
国
枚
方
（
大
阪
府
枚

方
市
）
の
人
が
移
住
し
て
開
発
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
村
の
名
前
は
、
こ
の
開
発
者

の
出
身
地
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま

す
が
、「
枚
」
か
ら
「
平
」
に
字
が
改
め
ら

れ
た
理
由
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

元
禄
8
年
（
１
６
９
５
）
の
検
地
で
は
、

村
高
１
１
４
石
余
が
打
ち
出
さ
れ
、『
新
編

武
蔵
風
土
記
』（
文
政
8
年
〈
１
８
２
５
〉

成
立
）
に
は
家
数
は
38
軒
が
数
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
村
内
で
は
農
耕
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
小
名
木
川
沿
い
に
位
置
す
る
交
通
の

便
の
良
い
土
地
柄
か
ら
、
屋
敷
地
と
し
て
も

利
用
さ
れ
、「
深
川
平
方
村
絵
図
」（
元
禄
〜

享
保
年
間
〈
１
６
８
８
〜
１
７
３
６
〉
作
成
）

に
は
武
家
屋
敷
3
軒
と
町
人
屋
敷
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
葛
西
志
』（
文
政
4
年
）
に
よ
る

と
、
平
方
村
付
近
の
土
地
は
村
境
が
非
常
に

入
り
組
ん
で
い
て
、
こ
の
地
域
の
村
に
は
、

少
な
か
ら
ず
飛
地
が
存
在
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
方
村
に
も
、
竪
川
南
岸
沿
い
に
飛

地
が
あ
り
ま
し
た
。

稲
荷
社
と
神
木
這
松

　

平
方
村
に
は
、
村
の
南
方
に
鎮
守
社
と
し

て
稲
荷
社
（
子
安
稲
荷
）
が
祀
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
稲
荷
は
、
隣
村
の
小
名
木
村
宝

塔
寺
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。『
葛

西
志
』
に
よ
る
と
、
慶
長
16
年
（
１
６
１
１
）

の
創
建
で
、
社
殿
は
6
尺
（
約
１
８
１
㎝
）

四
方
、
拝
殿
は
2
間
（
約
３
９
４
㎝
）
×
1

間
の
規
模
で
、
社
地
の
入
口
に
木
造
鳥
居
が

建
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

創
建
年
代
が
『
葛
西
志
』
の
由
緒
ど
お
り

と
す
れ
ば
、
村
の
開
発
年
代
の
伝
承
と
も
一

致
し
、
開
発
の
頃
か
ら
村
の
鎮
守
と
し
て

祀
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
現
存
す
る
神
社
の
史
料
は
乏
し
く
、
明

治
18
年
（
１
８
８
５
）
の
神
社
明
細
帳
で

は
、
そ
の
創
建
を
万
治
年
間
（
１
６
５
８
〜

１
６
６
１
）
と
す
る
異
説
も
あ
る
た
め
、
確

実
な
年
代
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
稲
荷
社
で
有
名
だ
っ
た
の
が
、
境

内
に
生
え
て
い
た
神
木
這
松
と
い
わ
れ
る

松
の
木
で
す
。『
新
編
武
蔵
風
土
記
』
に

よ
る
と
、
周
囲
は
8
〜
9
尺
（
約
２
４
２
〜

２
７
２
㎝
）
ほ
ど
あ
り
、
根
元
か
ら
長
さ
5

間
（
約
９
８
５
㎝
）
は
地
面
を
這
う
よ
う
に

木
が
伸
び
て
、
半
分
が
地
中
に
埋
も
れ
、
そ

の
先
か
ら
は
直
立
し
て
い
る
と
い
う
様
相
を

呈
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
珍
し
さ
か
ら
、
徳

川
将
軍
家
も
上
覧
し
、12
代
将
軍
家
慶
は
「
奇

木
な
り
」
と
感
想
を
述
べ
た
そ
う
で
す
。

平
方
村
の
名
を
刻
む
庚
申
塔

　

現
在
は
、
稲
荷
社
や
神
木
這
松
の
面
影
は

残
っ
て
お
ら
ず
、
平
方
村
に
直
接
関
係
す
る

文
化
財
も
少
な
い
で
す
が
、
そ
の
な
か
で
も

稲
荷
社
の
跡
地
に
残
さ
れ
た
庚
申
塔
（
庚
申

信
仰
に
基
づ
い
て
建
て
ら
れ
た
石
塔
）
に
は
、

「
平
方
村
」
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
銘
文

に
よ
る
と
、
正
徳
2
年
（
１
７
１
２
）
7
月

に
鈴
木
與
右
衛
門
ら
7
名
と
平
方
村
の
人
々

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
と
わ
か
り
ま
す
。

稲
荷
社
は
、
昭
和
20
年
3
月
の
空
襲
に
よ
っ

て
焼
失
し
、
現
在
は
東
大
島
神
社
に
合
祀
さ

れ
て
い
ま
す
。
合
祀
後
の
稲
荷
社
跡
地
に
は

こ
の
庚
申
塔
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
跡
地
付
近
に
は
「
小
安
児
童
遊
園
」
が

造
成
さ
れ
、
稲
荷
社
に
由
来
す
る
そ
の
名
に

往
時
の
風
情
を
し
の
ば
せ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

斉
藤
照
徳
）

平
方
村

城
東
の
村
を
歩
く
③

平
方
村

城
東
の
村
を
歩
く
③

「深川平方村絵図」（部分）

『新編武蔵風土記』「稲荷社地這松図」（部分）

庚申塔（正徳2年在銘）
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明
治
通
り
の
五
之
橋

　

亀
戸
駅
前
か
ら
明
治
通
り
を
南
へ
。
首
都

高
速
道
路
の
下
を
流
れ
る
竪
川
に
架
か
る
五

之
橋
は
、
よ
く
眺
め
て
み
る
と
御
影
石
の
親

柱
が
あ
り
、
な
か
な
か
立
派
な
橋
に
見
え
ま

す
。
現
在
の
橋
は
昭
和
50
年
（
１
９
７
５
）

に
架
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
親
柱
は

関
東
大
震
災
後
の
昭
和
3
年
（
１
９
２
８
）

に
焼
け
落
ち
た
橋
の
再
建
の
た
め
架
け
替
え

ら
れ
た
鋼
鉄
橋
の
親
柱
で
す
。

　

こ
の
橋
は
亀
戸
と
大
島
を
結
ぶ
橋
と
し

て
、
ま
た
幹
線
道
路
の
明
治
通
り
の
橋
と
し

て
、
周
辺
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て

き
ま
し
た
。
こ
の
橋
の
歴
史
は
、
江
戸
時
代

初
期
の
本
所
深
川
の
開
発
、
竪
川
の
開
削
に

ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
五
之
橋
架
橋

の
意
味
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

本
所
深
川
の
開
発

　

明
暦
3
年
（
１
６
５
７
）
本
郷
か
ら
出
火

し
た
火
事
で
、
江
戸
市
中
の
多
く
が
被
災
し

た
明
暦
の
大
火
（
別
名
振
袖
火
事
）
を
契
機

に
し
て
、
江
戸
市
街
地
の
大
改
造
が
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
も
っ
と
も
大
き
な
政
策
が
、

隅
田
川
以
東
の
江
戸
市
街
地
へ
の
編
入
、
す

な
わ
ち
本
所
深
川
の
開
発
で
し
た
。

　

寛
文
元
年
（
１
６
６
１
）
の
両
国
橋
の
架

橋
や
大
寺
院
の
江
戸
周
辺
部
へ
の
移
転
（
深

川
で
は
霊
巖
寺
）
な
ど
と
と
も
に
、
本
所
を

旗
本
・
御
家
人
を
中
心
と
す
る
武
家
地
と
す

る
た
め
の
事
業
が
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
象

徴
的
な
事
業
が
竪
川
の
開
削
で
し
た
。

　

な
お
万
治
3
年
（
１
６
６
０
）
本
所
築
地

奉
行
と
し
て
徳
山
五
兵
衛
・
山
崎
四
郎
右
衛

門
が
任
命
さ
れ
た
り
、
す
で
に
江
戸
市
場
の

一
翼
を
担
い
つ
つ
あ
っ
た
深
川
方
面
の
倉
庫

機
能
に
着
目
し
て
、
河
川
か
ら
見
た
江
戸
へ

の
入
り
口
を
小
名
木
川
東
端
に
移
し
、
川
舟

番
所
を
隅
田
川
口
か
ら
中
川
番
所
へ
移
転
さ

せ
た
の
も
、
本
所
深
川
の
開
発
と
連
動
し
た

動
き
で
し
た
。

竪
川
開
削
と
五
之
橋

　

明
暦
の
大
火
頃
の
本
所
地
域
は
、
大
火
と

同
時
期
の
「
明
暦
江
戸
大
絵
図
」（
明
暦
3

年
〜
4
年
頃　

１
６
５
７
・
５
８　

三
井
文

庫
所
蔵
）
で
は
隅
田
川
沿
岸
付
近
の
み
が
描

か
れ
、
武
家
地
や
寺
院
、
町
場
、
田
畑
が
川

沿
い
に
混
在
し
て
い
る
よ
う
す
が
記
さ
れ
て

い
る
程
度
で
、
詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
当
時
の
本
所
地
域
は
、
臨
海
部
か
ら
は

な
れ
て
、
す
で
に
土
地
が
形
成
さ
れ
、
牛
嶋

や
さ
ら
に
北
の
向
島
の
寺
島
に
つ
な
が
る
村

落
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
（
さ
ら
に

北
方
は
対
岸
が
石
浜
で
、
奥
州
へ
の
街
道
筋

に
あ
た
り
、
隅
田
の
渡
し
や
千
葉
氏
の
居
城
、

石
浜
城
が
あ
り
ま
し
た
）。

　

そ
の
本
所
地
域
に
幕
府
の
家
臣
団
に
あ
た

る
旗
本
・
御
家
人
の
屋
敷
地
を
造
成
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
宅
地
を

造
成
す
る
た
め
、
資
材
の
運
搬
や
武
家
地
成

立
後
の
流
通
路
と
し
て
、
竪
川
の
開
削
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
開
削
工
事
に
あ
た
っ
て
は

次
の
史
料
が
伝
え
て
い
ま
す
。

　
「
此
節
武
州
横
山
町
通
、
下
総
西
葛
西
領

左
葛
西
船
渡
之
場
所
、
右
二
ヶ
所
に
て
狼
煙

を
焚
、
此
見
通
し
を
以
竪
川
を
上
口
二
十
間
、

敷
十
四
間
、
深
さ
一
丈
四
尺
ニ
掘
立
、
其
後

横
川
、
十
間
川
、
六
間
堀
を
も
右
深
さ
に
準

じ
掘
、
右
之
土
を
以
一
面
之
地
形
丈
夫
に
築

立
被
仰
付
候
」（「
本
所
深
川
起
立
」　
『
東
京

市
史
稿
』
産
業
篇
5
所
収
）　　
　

　

要
約
す
る
と
、
横
山
町
通
り
（
本
町
通
り
）

の
先
と
東
の
逆
井
（「
左さ

葛か

西さ
い

」）
の
渡
し
場

の
場
所
に
狼の
ろ
し煙
を
上
げ
て
竪
川
を
開
削
し
、

川
の
上
部（
水
面
）が
幅
20
間（
３
６
ｍ
）で
、

川
底
は
14
間
（
２
５
・
2
ｍ
）、
深
さ
は
1

丈
4
尺
（
4
・
2
ｍ
）
に
掘
り
、さ
ら
に
（
大
）

横
川
や
（
横
）
十
間
川
、
六
間
堀
と
い
っ
た

周
辺
の
運
河
も
同
様
の
深
さ
に
掘
っ
て
、
そ

の
掘
っ
た
土
で
周
辺
の
土
地
を
整
備
し
た
と

説
明
し
て
い
ま
す
。
小
名
木
川
は
海
岸
線
を

利
用
し
て
造
ら
れ
た
運
河
で
す
が
、
竪
川
は

村
落
や
屋
敷
・
寺
社
が
す
で
に
あ
っ
た
土
地

に
新
た
に
開
削
さ
れ
た
運
河
で
し
た
。
そ
の

名
の
由
来
は
、
江
戸
城
か
ら
な
が
め
て
「
竪
」

に
流
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
も
と
か
ら
の
江
戸
市
中
と
の
一
体
感
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
名
前
で
す
。　

　

本
所
に
武
家
地
を
設
定
す
る
た
め
に
開
削

さ
れ
た
竪
川
に
は
、
通
行
の
た
め
6
つ
の
橋

が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
隅
田
川
寄
り
か
ら
順

に
一
之
橋
、
二
之
橋
…
…
と
架
け
ら
れ
て
、

五
之
橋
、
六
之
橋
ま
で
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
幕
末
の
時
点
で
3
橋
（
万
年
橋
・
高

橋
・
新
高
橋
）
し
か
架
け
ら
れ
な
か
っ
た
小

名
木
川
と
は
対
比
的
で
、
水
運
の
動
脈
と
し

て
の
小
名
木
川
に
対
し
て
、
大
量
輸
送
を
期

待
す
る
の
で
は
な
く
武
家
地
で
の
物
資
需
要

を
満
た
す
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
通
行
の
便

も
図
る
こ
と
を
意
図
し
て
架
け
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
架
橋
は
竪
川
開
削
と
同
じ

く
万
治
2
年
（
１
６
５
９
）
の
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
所
の
開
発
で
特
徴
的
な
の
は
、
竪
川
や

大
横
川
と
い
っ
た
代
表
的
な
掘
割
（
運
河
）

と
平
行
し
て
道
路
を
通
し
、
碁
盤
の
目
状
に

ブ
ロ
ッ
ク
を
定
め
、
武
家
地
設
定
を
計
画
的

に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
一
之
橋
か
ら
六
之
橋
に
そ
れ
ぞ
れ
差

し
掛
か
る
通
り
が
、
順
に
一
ツ
目
の
通
り
、

二
ツ
目
の
通
り
な
ど
と
呼
ば
れ
、
そ
の
周
辺

も
本
所
一
ツ
目
、
本
所
二
ツ
目
な
ど
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。
五
之
橋
の
あ
た
り
も
本
所
五
ツ

竪
川
と
五
之
橋

竪
川
と
五
之
橋

江
東
歴
史
紀
行
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目
と
通
称
さ
れ
ま
し
た
（
三
ツ
目
通
り
、
四

ツ
目
通
り
の
名
は
今
も
健
在
で
す
）。

本
所
撤
退

　

新
興
の
武
家
地
と
し
て
成
立
し
た
本
所
で

す
が
、
延
宝
8
年
（
１
６
８
０
）
閏
8
月
の

高
潮
に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
、
排
水
も
悪
く

武
家
地
と
し
て
維
持
で
き
な
い
と
判
断
し
た

幕
府
は
、
天
和
2
年
（
１
６
８
２
）
本
所
の

開
発
を
断
念
し
、
移
っ
て
き
た
武
家
を
元
の

土
地
に
撤
退
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
本
所

撤
退
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
武
家
地
の
撤
収

は
貞
享
元
年
（
１
６
８
４
）
に
完
了
し
、
跡

地
は
田
地
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
す
は

次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「（
天
和
二
年
三
月
）
十
四
日　

本
所
第
宅
あ

る
輩
、
江
戸
中
ニ
於

て
換
賜
ハ
ん
事
を
願

ふ
者
を
ば
准
許
（
満

足
し
て
受
け
入
れ
る

こ
と
）
あ
る
べ
き
と

い
ふ
事
を
命
せ
ら

る
。

（
同
年
十
一
月
）

二
十
五
日　

本
所

居
住
の
と
も
が
ら

四
十
四
人
宅
地
を
別

処
に
換
給
ふ
」（「
憲

廟
実
録
」　
『
東
京
市

史
稿
』
産
業
篇
七
所

収
）

　

こ
こ
で
は
本
所
に
居
住
し
て
い
た
武
家

に
、
江
戸
市
中
で
の
代
替
え
地
を
希
望
す
る

者
は
そ
の
旨
を
受
け
付
け
る
こ
と
、
本
所
に

住
ん
で
い
た
武
家
44
人
が
江
戸
市
中
に
移
転

し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

橋
の
撤
去
と
渡
し
場

　

本
所
の
開
発
を
断
念
し
、
武
家
地
の

撤
退
が
完
了
し
た
と
さ
れ
る
貞
享
元
年

（
１
６
８
４
）、
竪
川
に
架
け
ら
れ
て
い
た
五

之
橋
は
、
さ
ら
に
東
方
の
六
之
橋
と
共
に
撤

去
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
「
其

頃
（
架
橋
さ
れ
た
万
治
2
年
頃
）
者
、
町
並

茂
家
続
ニ
者
無
之
間
、
原
之
町
並
ニ
而
往
来

人
無
数
故
、
御
入
用
無
益
之
場
所
ニ
付
、
貞

享
元
年
五
之
橋
・
六
之
橋
共
取
払
ニ
相
成
候

旨
申
伝
ニ
御
座
候
」（「
町
方
書
上
」　

国
立

国
会
図
書
館
蔵
）
と
、
架
橋
さ
れ
た
時
期

に
は
街
並
み
が
少
な
く
「
原
之
町
並
」
と
い

う
よ
う
に
野
原
や
沼
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
、
そ
の
よ
う
な
場
所
で
往
来
も
少
な
い
こ

と
を
理
由
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
所
の
開
発
を
企
図
し
た
幕
府
に
と
っ
て

は
竪
川
以
北
の
地
域
全
般
を
本
所
と
し
て
位

置
づ
け
て
お
り
、
亀
戸
周
辺
も
そ
の
中
に
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
本
所
撤
退
に
よ
っ

て
広
大
な「
原
」の
よ
う
な
景
観
が
広
が
る
と
、

本
所
で
も
東
部
の
亀
戸
方
面
は
通
行
す
る
人

も
な
お
さ
ら
少
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
五

之
橋
の
撤
去
は
武
家
地
と
し
て
の
本
所
地
域

の
中
心
か
ら
離
れ
た
場
所
と
し
て
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

橋
が
撤
去
さ
れ
て
か
ら
は
、
渡
し
場
の
営

業
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
と
に
竪
川
の
南
、

五
ツ
目
の
通
り
（
今
の
明
治
通
り
）
に
は
元

禄
8
年
（
１
６
９
５
）
五
百
羅
漢
寺
が
建
立

さ
れ
て
江
戸
の
名
所
と
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
渡
し
場
は
「
羅
漢
の
渡
し
」「
五
ツ
目

の
渡
し
」
と
も
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
渡
し
場
の
営
業
権
を
、
幕
末
に
歌
川

国
貞
（
三
代
目
歌
川
豊
国
）
が
持
っ
て
お
り
、

五
渡
亭
と
い
う
号
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

竪
川
開
削
の
意
味

　

一
度
断
念
さ
れ
た
本
所
の
開
発
は
、
元
禄

2
年
（
１
６
８
９
）
再
開
さ
れ
ま
す
。
そ
こ

ま
で
に
は
貞
享
3
年
（
１
６
８
６
）
武
蔵
・

下
総
両
国
の
国
境
を
利
根
川
（
江
戸
川
）
に

移
す
（
寛
永
年
間
の
説
も
あ
り
）、
貞
享
5

年
（
１
６
８
８
）
弘
前
藩
津
軽
家
上
屋
敷
地

を
本
所
に
与
え
、
周
辺
武
家
地
設
定
の
中
心

に
す
え
る
（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
津

軽
家
文
書
に
は
、
屋
敷
見
取
り
図
を
は
じ
め

本
所
周
辺
の
絵
図
が
藩
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
）
と
い
っ
た
下

地
が
あ
っ
て
の
開
発
再
開
で
し
た
。

　

こ
の
本
所
開
発
が
幕
府
の
威
信
を
か
け
た

大
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

最
初
の
開
発
時
、
寛
文
2
年
（
１
６
６
２
）

に
幕
府
の
援
助
も
あ
っ
て
亀
戸
天
神
社
を
創

建
し
た
の
も
武
家
地
と
し
て
の
本
所
の
鎮
守

を
設
定
す
る
意
図
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
（
事
実
亀
戸
天
神
社
の
氏
子
域
は

墨
田
区
の
本
所
地
域
が
主
に
な
っ
て
い
ま

す
）。
さ
ら
に
2
度
目
の
開
発
の
象
徴
が
新

大
橋
の
架
橋
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
代
か
ら
見
れ
ば
違
和
感
が
あ
り
ま
す

が
、
亀
戸
や
大
島
の
一
部
を
本
所
五
ツ
目
、

本
所
六
ツ
目
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
も
、

竪
川
が
武
家
地
・
本
所
を
形
成
す
る
た
め
の

運
河
と
し
て
開
削
さ
れ
、
そ
の
周
辺
を
本
所

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
五
之
橋
は
こ
う
し
た
幕
府
が
描
い
た「
青

写
真
」
を
背
景
に
し
た
、
江
戸
と
現
代
の
架

け
橋
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
中
川
船
番
所
資
料
館　

久
染
健
夫
）

竪川竪川

五之橋五之橋

小名木川小名木川

横
十
間
川

横
十
間
川

亀戸天神社亀戸天神社

「本所之絵図」部分（国文学研究資料館蔵）　
元禄2，3年頃（1689，90）　竪川の南北には下水らしい水路があり、それ
が五之橋が架かる五ツ目の通りまで続いています。ここまでが武家地と
なる予定だったのでしょうか。
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期　

間　

10
月
１
日（
月
）〜
11
月
30
日（
金
）

　

か
つ
て
江
戸
の
近
郊
農
村
で
あ
っ
た
都
内

９
区
（
足
立
区
・
北
区
・
練
馬
区
・
板
橋
区
・

杉
並
区
・
目
黒
区
・
江
東
区
・
江
戸
川
区
・

世
田
谷
区
）
に
、
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
古

民
家
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
東
区
内
で
は
、
仙
台
堀
川
公
園
内
に
旧

大
石
家
住
宅
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
に
建
て
ら
れ
た
区
内
最
古
の
民
家
建
築

で
、
数
々
の
災
害
を
く
ぐ
り
抜
け
、
建
築
当

初
の
姿
を
と
ど
め
た
貴
重
な
建
物
で
す
。
文

化
財
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
は
、
通
常
配
布
し
て

い
な
い
解
説
シ
ー
ト
を
置
い
て
い
ま
す
。

所
在
地　

江
東
区
南
砂
５
│
24
地
先

　
　
　
　

仙
台
堀
川
公
園
内

公
開
日　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
休
日

時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

料　

金　

無
料

　

ま
た
、
９
区
の
文
化
財
指
定
古
民
家
に
つ

い
て
パ
ネ
ル
や
模
型
・
資
料
で
紹
介
す
る
パ

ネ
ル
展
示
「
来
て
見
て
発
見
！
は
じ
め
よ
う

古
民
家
め
ぐ
り
」
を
東
京
区
政
会
館
で
開
催

し
ま
す
。
各
区
の
古
民
家
で
は
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
文
化
財
古
民
家
め
ぐ
り
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

パ
ネ
ル
展
示

「
来
て
見
て
発
見
！

　

は
じ
め
よ
う
古
民
家
め
ぐ
り
」

期
間　

10
月
３
日
（
水
）
〜
15
日
（
月
）

　
　
　

平　

日　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
30
分

　
　
　

土
曜
日　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　

※
日
曜
日
・
休
日
を
除
く

場
所　

東
京
区
政
会
館　

　
　
　

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　
　
　
（
千
代
田
区
飯
田
橋
３
│
５
│
１
）

料
金　

無
料

※ 

旧
大
石
家
住
宅
で
は
、
友
の
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
に
よ
る
古
民
家
の
保
存
活
動
を
平
日
に

行
っ
て
い
ま
す
。
区
内
在
住
で
地
域
の
歴
史
・

文
化
財
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
、
一
緒
に
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
不
明
な
点
は
文
化
観
光

課
文
化
財
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
（
☎
３
６
４
７‐９
８
１
９
）。

　

区
内
各
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
文
化
財
説

明
板
、
み
な
さ
ん
は
ど
の
く
ら
い
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
区
内
に
は
、
８
月
現
在
で
、
写

真
の
よ
う
な
標
柱
、
説
明
板
が
あ
わ
せ
て
96

ケ
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
て
を
見
て

回
っ
た
、
と
い
う
方
は
な
か
な
か
い
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
区
内
に
は
こ
の
標
柱
・
説
明

板
を
守
る
、
文
化
財
自
主
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
名
は
、
江
東
区
文
化
財
保

存
愛
護
会
（
以
下
、
愛
護
会
）
で
、
月
１
回

地
域
を
決
め
て
、
文
化
財
説
明
板
な
ど
の
清

掃
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
区

が
設
置
し
た

説
明
板
に
限
ら

ず
、各
種
標
識
・

石
碑
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
ほ
か
、
区
の
歴
史
を

語
る
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ノ
を
清
掃
し
、
あ
わ
せ

て
破
損
が
な
い
か
を
観
察
し
て
い
ま
す
。
１

回
の
活
動
で
約
30
ヶ
所
を
回
り
、
多
い
と
き

は
40
ヶ
所
を
超
え
る
と
い
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
３
班
に
分

か
れ
て
ま
わ
っ

て
い
る
そ
う
で

す
。

　

さ
ら
に
毎
回

の
活
動
後
に
は
、
気
づ
い
た
点
を
文
化
財
係

に
ご
報
告
い
た
だ
き
、
そ
の
指
摘
を
も
と
に
、

文
化
財
係
の
職
員
が
巡
回
し
、
あ
ら
た
め
て

状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

区
内
の
史
跡
な
ど
を
実
際
に
見
て
ま
わ
る
こ

と
は
、
新
人
の
職
員
に
と
っ
て
は
、
研
修
の

よ
う
な
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
護
会
の
よ
う
な
活
動
は
、
簡
単
に
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
構
成
メ
ン
バ
ー

の
ほ
と
ん
ど
は
、
区
教
育
委
員
会
主
催
の
講

習
会
と
研
修
会
で
歴
史
・
文
化
財
を
学
ん
だ

文
化
財
保
護
推
進
協
力
員
と
そ
の
Ｏ
Ｂ
の
有

志
の
方
々
で
、
平
成
10
年
に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
14
年
、
猛
暑
の
な
か
、
あ
る
い
は

雨
の
な
か
で
も
、
清
掃
活
動
を
続
け
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　

愛
護
会
の
活
動
で
、
き
れ
い
に
な
っ
た
標

柱
・
説
明
板
を
通
し
て
、
文
化
財
の
保
護
、

ひ
い
て
は
地
域
の
歴
史
に
関
心
を
も
つ
方
が

さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

藤
方
博
之
）

文
化
財
古
民
家
め
ぐ
り

●
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
２
●

東

９
京

区

文
化
財
保
護
の
輪
が
ひ
ろ
が
る

文
化
財
愛
護
活
動 

文
化
財
保
護
の
輪
が
ひ
ろ
が
る

文
化
財
愛
護
活
動 

江
東
区
は
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

東
京
招
致
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
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